
平成３１年３月定例教育委員会会議録

平成３１年２月２６日 定例熊谷市教育委員会を教育委員会室に招集する。

○ 出席者

野原 晃、西山 富由紀、加藤 道子、齋藤 洪太、本塚 雄一郎

○ 出席事務局

教育次長 小林 教子

教育総務課長 田島 斉

教育総務課

施設管理担当副参事 岡田 英浩

教育総務課

保健給食担当副参事 馬場 伸夫

学校教育課長 渋谷 昌美

社会教育課長 鶴田 敏男

社会教育課文化財保護・

市史編さん担当副参事 吉野 健

中央公民館長 森田 安彦

文化センター所長 田中 博

教育総務課副課長 田谷 憲司

教育総務課主幹 増田 彩子

１３時２７分 ３月定例教育委員会開会

教育長から、平成３１年３月定例熊谷市教育委員会の開会の宣言があり、傍聴希

望者１名の入室が許可された。

２月定例教育委員会の会議録については、出席委員全員の承認を得た。教育長が、

本日の会議の会議録の署名人に、加藤委員を指名した。

教育長から、２件の追加報告があり、その報告と議案第３号は、人事案件等のた

め、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で行われるこ

とに決定した。

日程第１(報告第３－１号）寄附申出について

教育総務課長から、１月１１日から２月１０日までに、ふるさと納税で「熊谷教

育の推進のため」として、２件、計２万円の寄附申出、市内在住のイラストレータ



ーのことな様、県内在住の大学教授の武藤剛史様から、「熊谷の子どものたちのため」

として、童話「魔法の森 その他の話」を市内小学校全校に 1冊ずつ計２９冊の寄

附申出があったとの報告があった。また、文化センター所長から、県外在住の方か

ら、「美術品」として奥原晴湖画「春景図」の寄附申出があったとの報告があった。

日程第１(報告第３－２号）３月教育委員会行事予定について

教育総務課長から、３月２９日の学校教職員退職者感謝状贈呈式終了後に、３月

臨時教育委員会、また、４月１日の学校教職員辞令伝達式終了後に、４月定例教育

委員会を予定しているとの報告があった。

日程第１(報告第３－３号）３月市議会定例会における教育委員会関連の議案の概要

について

教育総務課長から、３月市議会定例会に提案する教育委員会関連の議案について

説明があった。一般議案として、「消費税法」等の一部改正による１０月からの消費

税率の引き上げが、施設の維持管理経費等に影響があることから、使用料又は指定

管理施設の利用料金の上限額を改定するという内容の各条例の一部改正案９件と、

熊谷市立荻野吟子記念館の平成３１年４月からの３年間の指定管理者に特定非営利

法人めぬまガイドボランティア阿うんの会を指定する議案１件があるとの報告があ

った。また、国の第２次補正予算に対応するため、来年度予定していた小中学校の

トイレ整備事業を、今年度事業として前倒しし翌年度に繰り越す歳出と繰越明許費、

また、小中学校のトイレ整備事業の前倒しの実施に伴い予算計上する学校施設環境

改善交付金、学校施設整備事業債などの５件の歳入、さらに熊谷市立荻野吟子記念

館指定管理料の３年間の債務負担行為の補正予算案があるとの報告があった。

(質疑）

齋藤委員から、学校施設環境改善交付金は、対象となる経費として、他にどのよ

うなものがあるかとの質問があり、施設管理担当副参事から、学校の安全性を確保

するため地方公共団体が学校施設を整備するに当たり、実施に要する経費の一部を

国が交付金として交付するもので、老朽化した既存の学校建物の改築が対象となり、

そのメニューは様々あり、認められると、対象経費の１/３が交付されるとの説明が

あった。また。複数年度にわたる計画に対しての交付金の交付については、個々の

事業の着工時期に応じ、年度ごとに交付されるとの補足説明があった。

日程第１(報告第３－４号）平成３１年度教育関係予算主要事業について

教育総務課長から、３月市議会提出資料の平成３１年度予算主要事業一覧表から、

教育委員会所管分を抜粋した資料に基づき、来年度開催されるラグビーワールドカ

ップに関連した「タグラグビー普及啓発事業」「ラグビーワールドカップ２０１９記



念給食事業」や、「小中学校 ICT 環境整備事業」「金子兜太顕彰事業」などの新規事

業を中心に説明があった。

日程第１(報告第３－５号）公益財団法人熊谷文化振興財団 平成３１年度事業計

画書について

社会教育課長から、この計画書は、３月市議会定例会に、地方自治法に基づき報

告するものであるとの説明があった。財団の理事会及び評議会では既に議決済みで

あるとの補足説明があった。

日程第１(報告第３－６号）鎌倉時代の快慶様式阿弥陀如来立像について

文化財保護・市史編さん担当副参事から、市史編さんのための調査を行う過程で、

平成２９年１１月、市内代の東善寺において、鎌倉時代の仏師快慶の製作の可能性

が極めて高い木造阿弥陀如来立像を確認したとの報告があった。本像は、昨年７月、

東京国立博物館において、快慶に造詣の深い専門家による調査及びＸ線コンピュー

タ断層写真撮影（いわゆるＣＴ撮影）を行い、快慶研究の第一人者である清泉女子

大学の山本勉教授からは、金泥塗り、黄土系の下地塗り、衣の表現方法等、快慶の

作品にある特徴を複数備えていること、破損や欠損があるものの、ほぼ造立当時の

姿を留めていて非常に貴重である等の所見が示されたとのことである。

（その他）後援等承認決定した事業一覧について

教育総務課長から、１月１６日から２月１５日までに、後援等承認決定した事業

について報告があった。

日程第２（議案第３号）

（非公開）

（議案は原案どおり可決）

他には報告はなく、教育長の宣言により、平成３１年３月定例熊谷市教育委員会

を閉会した。



（１４時４０分 閉会）

署名 教育長 野 原 晃

委 員 加 藤 道 子


